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改良された分析方法の評価

①  や の分析で採用している超音波抽出法は、従来の 法と比べると、加熱や容

量の大きな抽出容器が不要であるため操作がしやすい。また、分析値のばらつきを生じ

させやすい洗浄操作やろ過、定容までの工程が簡便化されているため、分析精度も向上

させやすいと考えられる。

②  シプロコナゾールの分析においても、少量の溶媒を使用した洗浄や定容といったミスし

やすい繊細な作業を必要とせず、迅速化されている。

 

  

シプロコナゾール

図 シプロコナゾール標準品のクロマトグラム

シプロコナゾール

図 抽出液のクロマトグラム
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第 章 事業の総括と残された課題 
本事業では， 等の木質材料に使用される可能性のある国産材であるスギ、ヒノキ，カ

ラマツ，トドマツの 樹種を対象に、第 級アンモニウム化合物、アゾール化合物および

ネオニコチノイド化合物について，現在用いられている分析方法の見直しおよび最新鋭の

機器や実験技術の導入を図り、高精度かつ迅速な分析方法を確立することを目的とした検

討を行った。以下、本事業の総括として確立した方法の特徴や製材の で規定されてい

る方法に対しどのような利点を有しているかなどについて、化合物ごと記載する。

第四級アンモニウム化合物

・ と の抽出溶媒をギ酸 エタノールに、抽出方法を超音波照射にすることでろ過

方法を簡易化し、 サンプルに必要な時間を 以下に短縮することが可能となった。

・ および の機器分析を自動化が容易で迅速な分析が可能な超高速液体クロマト

グラフにより実施できる可能性を確認した。

アゾール化合物について

・シプロコナゾールおよびテブコナゾールの抽出時間を に短縮した。

・抽出後のろ過方法を簡易化することにより サンプルに必要な時間を 以下に短縮す

ることが可能となった。

・分析に影響する木材成分を除去するために行われる固相抽出法の手順を効率化した。

・超高速液体クロマトグラフを用いた分析方法を確立し、機器分析に必要な時間を 程

度に短縮した。

ネオニコチノイド化合物について

・イミダクロプリドの抽出溶媒をアセトニトリルに変更することで、ろ過方法を簡易化す

ることにより サンプルに必要な時間を 以下に短縮することが可能となった。

・分析に影響する木材成分を除去するため、分散型固相抽出を用いた試料精製法を確立し、

分析方法を高精度化した。

・超高速液体クロマトグラフを用いた分析方法を確立し、機器分析に必要な時間を

程度に短縮した。

また、確立された分析方法を用い複数機関で共通の試料について分析を実施したところ，

いずれの機関においてもおおむね同様の結果を得ることができた。しかし、一部の有効成

分については機関間の差が大きいものがあった。また、各機関の担当者が試験を実施した

感想として、製材の の方法に対して利点を有していることが報告された。

以上のように、本事業で確立した分析方法を活用することで、これまでの分析方法より

も高精度かつ迅速な分析が可能となった。しかし、一部の有効成分については機関間の差
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が大きいものがあった。この要因として、各担当者が新しい分析方法に不慣れであったこ

と、各機関で定量分析に用いる標品の入手先や純度が異なっていたことが考えられた。分

析結果についての信頼性を向上させるためには、分析担当者に対する技術的な講習会の実

施、標品の統一や、純度確認方法の開発が必要であると考えられる。また、表 に示し

た有効成分のうちこれらについても、本事業と同様の取り組みを行い、高精度化・迅速化

を図る必要がある。
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